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４月１日から村の組織が変わります
行財政運営

　４月１日㈮、村の組織再編に伴い、業務分担と役場庁舎事務室内の一部の課の配置が変わります。
　なお、３月 19 日㈯から 21 日㈪㈷にかけて事務室内の引越し作業を行うため、22 日㈫から事務室内の一部が再
編後の配置に変更になりますのでご理解とご協力をお願いします。

◆総務課総務係　☎２１４―９２４３

課　名 係　　名 主な事務の内容

総　務　課

総務係 議案、条例、規則、村内自治組織、選挙、個人情報保護、公文書公開、行政無線、入札・契約、
職員の身分・給与等に関すること

企画政策係 重要な施策の企画及び総合調整、広報・広聴、指定統計調査、DXの推進、新エネルギー
の総合調整等に関すること

財政係 財政計画、予算編成、地方交付税、地方債、村有財産等に関すること

危機管理防災係 危機管理、防災・災害対策、消防団、災害救助、自主防災組織、ドローン、庁舎管理、遭難
防止対策協議会等に関すること

住民税務課

生活環境係 戸籍・住民基本台帳、印鑑登録、マイナンバー交付、犬・猫、一般廃棄物、
地球温暖化・脱炭素化、国民健康保険、後期高齢者医療保険、国民年金等に関すること

税務係 村税の賦課・徴収、賦課資料の収集・調査、国税・県税、滞納処分、罹災証明、村図・公図、
固定資産評価審査委員会等に関すること

会計係 現金の出納記録管理保管、歳入歳出予算の収支及び決算、物品の出納・保管、財産の記
録管理、会計事務の総合調整等に関すること

健康福祉課
（保健福祉
 総合センター）

福祉係 生活保護、障がい者・高齢者福祉、母子・福祉対策、福祉医療、介護保険、公共交通・福
祉輸送、少子化・結婚相談、地域包括支援センターに関すること

保健予防係 保健衛生、母子保健、予防接種、精神保健、保健補導委員会、食生活改善推進協議会、各種
検診、献血、診療所等に関すること

公園係 YOU游ランド、福祉・農村公園等に関すること

産業振興課

農政係 農業・畜産・水産の振興、農道、農業用水・水路、耕作放棄地対策、農業団体との調整、
有害鳥獣駆除・狩猟等に関すること

商工観光係 商工業・観光振興、企業誘致、村有源泉・温泉施設、自然保護、ユネスコエコパーク、産
学官連携地域創生事業・にぎわいの場事業等に関すること

林務地籍調査係 地籍調査、林業、保安林、治山等に関すること

建設水道課
建設係 村道、林道、橋梁、暗渠、側溝、河川、堤防、除雪、交通安全施設、交通安全協会、交通災害共

済、住民との協働事業等に関すること
上下水道係 水道、水資源、下水道、上下水道指定工事店、合併浄化槽、し尿・雑排水等に関すること

定住支援室 定住支援係 移住・定住支援、村営住宅、建築、空き家、景観対策等に関すること
※今回の組織再編において、教育委員会事務局、議会事務局の変更はありません。

定住支援室

建
設
水
道
課

産
業
振
興
課

住
民
税
務
課

自
動
ド
ア

総　

務　

課

村民ホール

役場庁舎１階　レイアウト役場庁舎１階　レイアウト

業務分担業務分担

カウンター

入　口 入　口
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改めて感染対策の原点に立ち返り、
基本的な感染防止対策を徹底しましょう！

新型コロナウイルス感染症対策

　これまでの新型コロナウイルス感染症の流行の波を見ると、人の移動が増加する時期にあわせ感染が拡大して
います。これから迎える年度末・年度始めは、人の往来、行事や会食の機会が多くなることが予想されますが、
社会機能を維持していくためには、個人や組織での基本的な感染防止対策の徹底が不可欠です。
　村民の皆さまには、大変なご負担をおかけしますが、感染対策の原点に立ち返り、各家庭及び職場等において
も３密を避け、身体的距離の確保、部屋の十分な換気、手洗い・手指の消毒の徹底、マスクの正しい着用など、
基本的な感染防止対策を実践していただきますようお願いします。
　なお、本村の新型コロナウイルス感染症の陽性者は、１月下旬に急激に増加し、村民の皆さまにご心配をおか
けしましたが、どんなに気をつけていても、誰もが感染する可能性があります。感染が確認された方やそのご家
族のせん索や誹謗中傷、差別や偏見、いじめ等が生じないよう「思いやり」と「支え合い」の心を持ち、冷静な
行動をお願いします。

◆総務課総務係　☎２１４―９２４３

長野県　・　高山村
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対
象
年
齢
を
迎
え
た
ら
、

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

ワ
ク
チ
ン
の
追
加（
３
回
目
）接
種
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い

健　

康

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

令
和
４
年
度
の

令
和
４
年
度
の

が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

　

村
で
は
、
次
の
と
お
り
乳
が
ん
検
診

（
超
音
波
検
査
）
及
び
肺
が
ん
検
診
（
Ｃ

Ｔ
）
を
実
施
し
ま
す
。
が
ん
は
、
国
及

び
村
に
お
け
る
死
因
の
第
1
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
な
が
ん
検
診
が
、

大
切
な
命
を
守
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
）

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
）

▼
期　

日

　

４
月
８
日
㈮

　
　
　

11
日
㈪
～
14
日
㈭

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

（
日
時
指
定
あ
り
、
変
更
の
連
絡
が

必
要
で
す
）

▼
場　

所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

30
歳
以
上
の
女
性

▼
料　

金

　

１
，
２
０
０
円

肺
が
ん
検
診
（
Ｃ
Ｔ
）

肺
が
ん
検
診
（
Ｃ
Ｔ
）

▼
期　

日

　

４
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

（
日
時
指
定
が
あ
り
ま
す
が
、
変
更

の
連
絡
は
不
要
で
す
）

▼
場　

所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

40
歳
以
上

▼
料　

金

　

２
，
０
０
０
円

◦
10
歳
刻
み
で
節
目
年
齢
の
方
の
検
診

料
金
は
無
料
で
す
（
令
和
５
年
３
月

31
日
時
点
）。

◦
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
３
月

中
に
検
診
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◦
検
診
日
程
の
変
更
等
は
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
内
村
民
生
活
課
保
健

予
防
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
自
覚
症
状
の
あ
る
方
は
、
村
の
が
ん

検
診
を
受
け
ず
に
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

　

村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
追
加
（
３
回
目
）
接
種

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
は
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
終
え
て
い
ま
す
が
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
、
モ
デ
ル
ナ
社
製
の
ど
ち

ら
の
ワ
ク
チ
ン
も
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
抗
体
価
の
減
少
や
、
発
症
予

防
効
果
が
低
下
す
る
な
ど
の
報
告
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
症
予
防
効
果
及
び
重
症
化
予

防
効
果
を
高
め
る
た
め
、
２
回
目
の

接
種
か
ら
６
か
月
が
経
過
し
て
い
る

方
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
抗
体
価
が
下

が
っ
て
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
、

追
加
（
３
回
目
）
接
種
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
追
加
接
種
後
の
副
反
応
の

発
生
頻
度
は
、
２
回
目
の
接
種
と
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
75
％
～
80
％
で
、
軽

度
か
ら
中
等
度
で
あ
り
、
接
種
す
る

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
効
果
や

安
全
性
に
大
き
な
差
は
な
い
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

◆
村
民
生
活
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

ワクチン接種に関する相談は長野県ワクチン接種相談センターへ
ワクチン接種の日程に関する相談は高山村コールセンター（☎２４２―１０３３）へ
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室
内
犬
も
登
録
・
注
射
が
必
要
で
す

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

　

村
で
は
、
令
和
４
年
度
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い

主
（
所
有
者
及
び
管
理
者
）
は
、
飼
っ

て
い
る
犬
に
毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
の
皆
さ
ま
は
、
日
程
表
に
記

載
さ
れ
て
い
る
最
寄
り
の
会
場
で
予
防

注
射
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
育
し
、
登
録
を

済
ま
せ
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、登
録

手
続
き
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

室
内
で
飼
育
す
る
場
合
も
登
録
及
び

予
防
注
射
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
▼
持
ち
物

①
ハ
ガ
キ
（
須
高
獣
医
師
会
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実

施
に
つ
い
て
」
の
通
知
）

　

注
射
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、

ハ
ガ
キ
裏
面
の
問
診
票
に
記
入
し
、

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
注
射
料
金　

３
，
６
０
０
円

　

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

感
染
症

　

新
規
に
犬
を
登
録
さ
れ
る
方
は
、

別
途
登
録
料
（
３
，
０
０
０
円
）
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
犬
が
死
亡
し
た
場
合
や
所
在

地
を
変
更
し
た
場
合
は
、
必
ず
村
民
生

活
課
生
活
環
境
係
へ
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

令
和
４
年
度

予
約
制
出
張
年
金
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す

保
険
・
年
金

　

年
金
事
務
所
で
は
被
保
険
者
の
皆
さ

ま
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
次

の
と
お
り
出
張
年
金
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
の
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
年
金
事
務
所
に
電
話
予
約
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
程
・
会
場

　

①
中
野
市
中
央
公
民
館

　
　

令
和
４
年
４
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　
　

５
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
　

６
月
７
日
㈫

　
　
　
　
　
　

７
月
５
日
㈫

　
　
　
　
　
　

８
月
２
日
㈫

　
　
　
　
　
　

９
月
６
日
㈫

　
　
　
　
　
　

10
月
４
日
㈫

　
　
　
　
　
　

11
月
１
日
㈫

　
　
　
　
　
　

12
月
６
日
㈫

　
　

令
和
５
年
１
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
　

２
月
７
日
㈫

　
　
　
　
　
　

３
月
７
日
㈫

　

②
飯
山
商
工
会
議
所

　
　

令
和
４
年
４
月
21
日
㈭

　
　
　
　
　
　

５
月
26
日
㈭

　
　
　
　
　
　

６
月
23
日
㈭

　
　
　
　
　
　

７
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　
　

８
月
25
日
㈭

　
　
　
　
　
　

９
月
29
日
㈭

　
　
　
　
　
　

10
月
27
日
㈭

　
　
　
　
　
　

11
月
24
日
㈭

　
　
　
　
　
　

12
月
22
日
㈭

　
　

令
和
５
年
１
月
26
日
㈭

　
　
　
　
　
　

２
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　
　

３
月
23
日
㈭

▼
相
談
時
間

　

各
会
場
と
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

相
談
時
間
は
30
分
毎
と
な
り
ま
す

▼
相
談
内
容

　

受
給
年
金
の
内
訳
、
年
金
制
度
全

般
に
つ
い
て
の
質
問
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
に
つ
い
て
な
ど

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

長
野
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
２
４
４
―
４
０
９
７

　

ご
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
達
し
た
時
点
で
予
約
は
終
了

と
な
り
ま
す
。
予
約
を
取
り
消
し
す
る

場
合
は
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
長
野
北

年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
７

狂犬病予防注射日程
期　　　日 時　　　間 場　　　所

４月 12 日㈫

9：00 ～ 9：20 高井トレーニングセン
ター駐車場

9：30 ～ 9：50 除雪センター駐車場
（高山村役場東側）

10：00 ～ 10：20 北部トレーニングセン
ター駐車場

10：30 ～ 10：40 ふるさとセンター駐車場
（蕨温泉北側）

５月 22 日㈰ 9：00 ～ 9：40 高山村役場駐車場
前年度より実施時間が短くなっていますので、ご注意ください。

◆
村
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
７
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天
神
原
区
及
び
水
中
区
の
神
楽
道
具
を

整
備
し
ま
し
た

適
正
な
農
薬
散
布
と

畦
畔
の
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

地
域
活
性
化

農　

業

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

村
で
は
、
協
働
の
村
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
伝
統
文
化
の
継

承
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
地

域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
て
、
天
神
原
区
及
び
水

中
区
の
神
楽
等
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

御
神
楽
や
太
鼓
、
灯
篭
な
ど

を
整
備
し
、
祭
り
を
通
じ
て
地

域
の
連
帯
意
識
の
高
揚
と
活
性

化
、
ま
た
世
代
間
交
流
の
推
進

や
次
世
代
へ
の
伝
統
芸
能
の
継

承
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

高
山
村
は
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

安
全
で
安
心
な
環
境
保
全
型
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
産
物
は
、
食
品
衛
生
法
で
定
め
ら

れ
た
一
定
基
準
を
超
え
る
農
薬
の
残
留

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
流
通
が
制
限
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
農
産
物
の
流
通
が

制
限
さ
れ
な
い
よ
う
、
農
薬
を
散
布
す

る
皆
さ
ま
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
周
り
の
作
物
に
配
慮
し
、
登
録
さ
れ

た
農
薬
の
み
を
注
意
事
項
に
従
っ
て

散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
ほ
場
外
へ
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
風

の
強
さ
や
風
向
き
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
農
薬
を
散
布
す
る
際
は
、
ほ
場
周
辺

の
栽
培
者
や
住
民
に
事
前
に
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
、
連
絡

を
密
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
散
布
機
の
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
に
農
薬

が
残
ら
な
い
よ
う
、
き
れ
い
に
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
洗
浄
水
は

適
切
に
処
理
し
、
河
川
や
用
水
路
に

絶
対
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
農
薬
の
使
用
内
容
が
証
明
で
き
る
よ

う
、
農
薬
等
の
使
用
記
録
を
必
ず
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
付
近
で
は
、

通
学
時
間
帯
を
避
け
て
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
薬
の
使
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

次
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
長
野
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
４
―
９
５
３
４

◦
な
が
の
農
協
高
山
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
５
―
０
０
４
５

　

ま
た
、
畦
畔
の
除
草
の
た
め
、
大
量

に
除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
方
が
、
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

除
草
剤
の
大
量
使
用
に
よ
り
、近
隣
田

畑
等
へ
の
除
草
剤
の
流
入
や
、畦
畔
を
保

全
し
て
い
る
草
の
根
が
絶
え
る
こ
と
で

畦
畔
の
崩
落
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

畦
畔
の
除
草
は
、
刈
り
払
い
機
等
の

使
用
や
、
適
量
で
の
除
草
剤
散
布
に
よ

り
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

◆
総
務
課
企
画
財
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
４
３

天神原区水中区
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令
和
４
年

消
防
出
初
式

消
防
・
防
災

　

令
和
４
年
の
消
防
出
初
式
を
次
の
と

お
り
挙
行
し
ま
す
。

▼
日　

付　

４
月
３
日
㈰

▼
場　

所　

高
山
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

ほ
か

　　

消
防
出
初
式
は
、
地
域
の
火
災
予
防

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
や
消
防
へ
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ

る
行
事
で
、
そ
の
起
源
は
、
東
京
消
防

庁
に
よ
り
ま
す
と
、遠
く
万
治
２
年
（
西

暦
１
６
５
９
年
）
に
遡
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

村
で
は
、
毎
年
、
年
度
当
初
の
４
月

に
１
年
間
の
無
火
災
・
無
災
害
を
祈
念

し
て
、
機
械
点
検
や
分
列
行
進
を
行
う

ほ
か
、
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
団
員
の
表
彰
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

近
年
、
風
水
害
を
中
心
と
す
る
災
害

が
多
発
化
・
激
甚
化
す
る
中
、
消
防
団

に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
多
様
化
・
複
雑

化
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
防
災
力
の
中

核
を
担
う
消
防
団
員
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
４
３

観　

光

桜
見
物
は
感
染
症
対
策
を
し
た
う
え
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

第第
2323
回
桜
ま
つ
り
の

回
桜
ま
つ
り
の

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

高
山
村
内
に
点
在
し
て
い
る
樹
齢
１

０
０
年
を
超
え
る
桜
は
、
毎
年
４
月
上

旬
に
開
花
し
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
春
の
訪
れ
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
桜
を
よ
り
一
層
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
例
年
「
信
州

高
山
桜
ま
つ
り
」
と
銘
打
ち
、
農
産
物

直
売
所
の
開
設
や
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
桜
め
ぐ
り
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

本
年
も
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
未
だ
見
通
せ
な
い
状
況
か
ら
、
イ

ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
３
年

連
続
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
、
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

な
お
、
桜
の
見
物
に
つ
い
て
は
、
昨

年
と
同
様
に
感
染
症
対
策
を
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
千
本

松
チ
ェ
ー
ン
着
脱
場
で
、
桜
の
開
花
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
最
新
の
開
花
状
況
は
こ
ち
ら
か
ら

▼
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

来
訪
者
の
往
来
に
よ
る
交
通
渋
滞

緩
和
の
た
め
、
赤
和
観
音
の
し
だ
れ

桜
周
辺
で
は
、
仮
設
信
号
機
に
よ
る

交
互
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。
信
号

機
に
従
い
通
行
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
の
周
辺
で
は
、
案
内
看

板
に
従
っ
て
通
行
す
る
と
と
も
に
、

所
定
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
信
州
高
山
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
内
）

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６ 村ホームページの

開花状況ページへ
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第
１
期　

３
月
中
旬
か
ら
下
旬

　
　
　
　
（
積
雪
期
間
の
精
算
）

第
２
期　

５
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
３
期　

７
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
４
期　

９
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
５
期　

11
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
６
期　

検
針
な
し

（
積
雪
の
た
め
、
暫
定
水

量
に
よ
る
請
求
）

　

検
針
時
に
は
、
村
が
委
託
す
る
検
針

員
が
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
て

使
用
し
た
水
量
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周

辺
に
物
を
置
か
な
い

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
雪

か
き
を
す
る

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開
し
ま
す

財
政
、
経
済
、
金
融
な
ど

講
演
会
講
師
派
遣
の
お
知
ら
せ

上
下
水
道

財　

政

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２
か
月

に
１
度
、
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

例
年
１
月
の
検
針
は
積
雪
の
た
め
実
施

せ
ず
、
暫
定
水
量
に
よ
り
上
下
水
道
料

金
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
月
か
ら
メ
ー
タ
ー
検

針
を
再
開
し
、
精
算
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

検
針
の
時
期
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

財
務
省
関
東
財
務
局
長
野
財
務
事
務

所
で
は
、
各
種
団
体
の
会
合
、
会
議
、

研
修
会
な
ど
に
お
い
て
、
財
政
、
経
済
、

金
融
、
証
券
、
国
有
財
産
な
ど
の
話
を

お
聞
き
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
長
野
県
内
ど
こ
に
で

も
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
講
演
料
、
交
通
費
等
の
負
担
は
一
切

不
要
で
す
。

▼
聴
講
者
が
少
人
数
で
も
講
師
を
派
遣

し
ま
す
。

▼
休
日
等
も
対
応
可
能
で
す
。
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
会
場
は
主
催
者
側
で
ご
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
講
演
テ
ー
マ
の
例

◦
金
融
犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

振
り
込
め
詐
欺
、
未
公
開
株
、

ヤ
ミ
金
融
等
の
実
態
や
、
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
の
注
意
点
等
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
に
生

ご
み
等
を
放
置
し
な
い

◦
犬
は
メ
ー
タ
ー
検
針
に
支
障
の
な
い

場
所
へ
繫
い
で
お
く

　

ま
た
、
検
針
時
に
は
、
気
が
付
か
な

い
漏
水
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

漏
水
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
水
道
料
金

は
発
生
し
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
水
道

メ
ー
タ
ー
を
見
る
習
慣
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
パ
イ

ロ
ッ
ト
メ
ー
タ
ー
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
の
漏
水
を
示
す
計
器
）
が
回
転

し
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
が
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
村
指
定
工
事
店
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
票
は
必
ず
ご
確

認
い
た
だ
き
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
７

水道メーター

パイロットパイロット
メーターメーター

◦
我
が
国
の
財
政
の
現
状
と
課
題

　

国
の
予
算
（
歳
出
、
歳
入
）、
国

債
発
行
額
の
諸
外
国
と
の
比
較
な

ど
、
厳
し
い
我
が
国
の
財
政
状
況

等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◦
最
近
の
経
済
情
勢

　

財
務
事
務
所
で
調
査
し
た
結
果

等
に
基
づ
き
、
県
内
の
経
済
情
勢

等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◦
金
融
取
引
等
の
基
礎
知
識

　

学
生
や
新
社
会
人
、
子
育
て
世

代
等
、
幅
広
い
年
代
層
に
向
け
て
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
や
家
計
に
あ
っ
た

金
融
商
品
（
預
貯
金
、
保
険
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
、
有
価
証
券

等
）
を
適
切
に
選
ぶ
た
め
の
知
識

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◦
ご
存
知
で
す
か
？
国
有
財
産

　

国
有
財
産
の
状
況
と
国
有
財
産

の
有
効
活
用
等
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。

◆
長
野
財
務
事
務
所
総
務
課

　

☎
２
３
４
―
５
１
２
３
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手
話
で
話
そ
う
⑦

福
祉
の
ひ
ろ
ば

　

福
祉
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
手
話
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
日
常
生
活
で
役
に
立
つ
簡

単
な
手
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
色
々
な
場
面
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

お
待
ち
く
だ
さ
い

お
待
ち
く
だ
さ
い

【
待
つ
】

親
指
以
外
の
４
指
の
背
を
あ
ご
の
下

に
当
て
る
。

【
お
願
い
】

顔
の
正
面
で
立
て
た
右
手
を
拝
む
よ

う
に
し
、
少
し
前
に
し
て
頭
を
下
げ

ま
す
。

　

手
話
で
は
、「
待
つ
」
＋
「
お
願
い
」

と
表
し
ま
す
。

◆
村
民
生
活
課
福
祉
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
０

（
イ
ラ
ス
ト
提
供
：
長
野
県
）

自衛官等を
募集します

防　

衛

一
般
幹
部
候
補
生

一
般
幹
部
候
補
生

▼
概　

要

　

幹
部
候
補
生
学
校
へ
入
隊
し
、
約

１
年
の
教
育
を
経
て
幹
部
自
衛
官
に

任
官
し
ま
す
。

▼
資　

格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

▼
受　

付

　

３
月
１
日
㈫
～
４
月
14
日
㈭
ま
で

▼
試
験
日

　
「
一
次
」

　
　

４
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
「
二
次
」

　
　

５
月
27
日
㈮
～
６
月
２
日
㈭

　
「
三
次
」
海
・
空
飛
行
要
員
の
み

　
　

◦
海
上
自
衛
隊

６
月
23
日
㈭
～
６
月
27
日
㈪
の

範
囲
で
指
定
す
る
期
間

　
　

◦
航
空
自
衛
隊

７
月
16
日
㈯
～
８
月
４
日
㈭
の

範
囲
で
指
定
す
る
期
間

海
上
・
航
空
自
衛
隊
技
術
幹
部

海
上
・
航
空
自
衛
隊
技
術
幹
部

▼
概　

要

　

３
等
海
・
空
尉
以
上
で
採
用
さ
れ
、

幹
部
自
衛
隊
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

　

階
級
は
経
歴
や
経
験
年
数
に
よ
り

変
動
し
ま
す
。

▼
資　

格

　

大
卒
以
上
の
者
で
、
応
募
資
格
に

定
め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻
科
を
卒
業

後
、
２
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ
る

者
（
応
募
資
格
の
詳
細
は
地
方
協
力

本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

▼
受　

付

　

３
月
１
日
㈫
～
５
月
20
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日

　

６
月
20
日
㈪

◆
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

☎
２
３
５
―
６
０
２
６

一般幹部候補生及び海上・航空
自衛隊技術幹部を募集します。
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建
築
物
の
省
エ
ネ
改
修
サ
ポ
ー
ト
制
度
の

ご
案
内

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
職
業
訓
練
）の

ご
案
内

住　

宅

労　

働

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
を

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
を

無
料
で
診
断
し
ま
す

無
料
で
診
断
し
ま
す

　

長
野
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
施

策
の
一
環
と
し
て
、
既
存
住
宅
等
の
省

エ
ネ
改
修
を
促
進
す
る
た
め
に
、
一
定

の
知
識
、
技
術
を
習
得
し
た
建
築
士
が
、

今
お
住
ま
い
の
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
の

無
料
診
断
と
改
修
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

　

制
度
の
詳
細
、
お
申
し
込
み
は
、
長

野
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
建
築
物
の

省
エ
ネ
改
修
サ
ポ
ー
ト
制
度
で
検
索
）、

ま
た
は
（
公
社
）
長
野
県
建
築
士
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆（
公
社
）長
野
県
建
築
士
会

　

☎
２
３
５
―
０
５
６
１

再
就
職
や

再
就
職
や転職

を
目
指
す
皆
さ
ま
へ

転
職
を
目
指
す
皆
さ
ま
へ

　

働
く
意
思
と
能
力
が
あ
り
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
み
を
さ
れ
て
い
る

方
な
ら
無
料
で
受
講
が
可
能
で
す
（
一

部
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
）。

　

訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
ま
た
は

求
職
者
支
援
制
度
に
基
づ
く
給
付
金
が

受
給
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
訓
練
施
設

が
連
携
し
て
、
訓
練
期
間
中
か
ら
訓
練

終
了
ま
で
求
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

▼
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
○
求
職
者
支
援
訓
練

　

主
に
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な

い
方
が
、
月
10
万
円
の
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
、
無
料

の
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
制
度
で

す
（
一
部
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
）。

　

給
付
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
訓
練
を
受
講
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す（
給
付
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す
）。

　

○
公
共
職
業
訓
練

　

主
に
雇
用
保
険
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
が
受
講
す
る
無
料
の
職
業

訓
練
で
す
。

▼
主
な
訓
練
コ
ー
ス

　

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
、
Ｉ
Ｔ
関
連
、

Ｏ
Ａ
経
理
事
務
、
介
護
福
祉
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
デ
ザ
イ
ン
な
ど

▼
訓
練
期
間

　

原
則
２
か
月
～
６
か
月
間

　

詳
し
く
は
、「
ハ
ロ
ト
レ
長
野
」
で

検
索
、
ま
た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
及
び
長
野
労
働
局
訓
練
室
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
長
野
労
働
局
訓
練
室

　

☎
２
２
６
―
０
８
６
２

・冷暖房費の目安
・冷暖房費の削減額
・省エネ改修費用
・健康面等の効果

建築物の省エネ性能簡易診断認定

登録
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２月の高山分署の出動状況（２月１日～２月 28 日）

火　災 0     （0）
高山村内の火災　0 件（0）
損害額　0 千円（0 千円）
死者　0 人（0）
負傷　0 人（0）

調　査 1     （1）

救　急 28   （59）

救　助 0     （0）

※（　）内は、令和４年 1 月 1 日からの累計です。

分割授業の試み…!!分割授業の試み…!!
　２月、まん延防止等重点措置がとられ、高山中学
校では分割授業を始めました。国語、社会、数学、
理科、英語、給食は１クラスが２つに分れて行います。
そして、片方のクラスはリモートで行うような学習
形態が基本となります。
　しかし、なかなかうまくいかないところも多々あ
ります。タブレットにマイクの機能はあるのですが、
隣りの教室にはうまく声が聞こえませんでした。そ
こで、リモートで授業をするクラスにスピーカーア
ンプを置いて、対面授業をする教室で授業する教師
は、ワイヤレスマイクで話をし、教師の声が聞こえ
るように工夫しました。また、タブレットにつなげ
られるマイクを購入し、その活用も始めました。と
にかく、なんとか工夫をしているのですが、正直う
まくいかないことも多々あり、生徒、保護者の皆さ
まには本当にご迷惑をおかけしています。
　そんな中、生活記録に次の様なことを書いてくれ
た生徒がいました。本当は友達と共に生活できなく
て寂しいし、思い通り学習ができずストレスもたまっ
ているでしょう。本当に感謝です。

〈お問い合わせ〉
◆消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２４５―１１１９
◆お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
　☎２４８―０１１９

たき火についてたき火について
　これからの季節は、空気が乾燥し火災が発生しや
すい時期です。
　たき火をする際は消防署へ届出し（電話連絡でも
可）、焚いている間はその場を離れず、離れる際は完
全に消火できているか確認しましょう。
　また、風の強い日や空気が乾燥している日は避け
るなど、火災予防にご協力をお願いします。

ぎっくり腰に注意！ぎっくり腰に注意！
　３月は引っ越しのシーズンです。新天地へ向け、
夢と希望に満ち溢れている方も多いことでしょう。
そんな矢先、引っ越しで荷物を運んでいたら「ぎっ
くり腰」に…なんてことが起きないように、物を持
ち上げる時のポイントをご紹介します。
○重い物を持ち上げる時には、胸を張った状態で、

膝の曲げ伸ばしを使って持ち上げる。
○床に落ちた物を拾うなど、何気ない動作の際、腰

を折り曲げずに膝を折り曲げて屈み、上半身は伸
ばしたままの状態で行う。

　「ぎっくり腰」には、発症した人の数だけ原因があ
ると言われています。普段、デスクワークなどで座っ
ていることが多い方や、腰に疲労がたまっていると
感じる方は、ストレッチをするなどして予防するよ
うにしましょう。

学校だより学校だより消 防 情 報
高山中学校

295

　今日は分割授業でした。コロナウイルスがな
かったときは、普通の授業がそんなにすごいこ
とって感じなかったけど、今となって普通では
なかったと気づきました。先生たちお疲れ様で
した。

　今後、学校生活がどのようになっていくか見通せ
ない所ですが、何とか皆さんに助けていただきなが
らよりよい高山中学校になるようがんばりたいと思
います。どうか、よろしくお願いします。

教師が対面で行っている教室 リモート授業をする教室
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令
和
３
年
12
月
22
日
、
県
部
落
解
放
研

究
集
会
実
行
委
員
会
主
催
の
標
記
集
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講　
師　
法
政
大
学
法
学
部
教
授

　
　
　

金
子　

匡
良 

さ
ん

演　
題　
「
人
権
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」

講
演
内
容

１
．
人
権
の
３
要
素

•

生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る（
生
来
性
）

•

当
然
も
っ
て
い
る
（
固
有
性
）

•

権
利
で
あ
る
（
権
利
性
）

２
．
人
権
の
内
容

①
生
命
が
守
ら
れ
る
こ
と

②
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と

③
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
ら
れ
る
こ
と

④
国
や
社
会
の
運
営
に
参
加
で
き
る
こ
と

⑤
差
別
を
受
け
な
い
こ
と

⑥
最
低
限
の
生
活
と
教
育
が
保
障
さ
れ
る
こ
と

⑦
身
体
の
自
由
を
拘
束
さ
れ
な
い
、
自
分

の
家
に
勝
手
に
立
ち
入
ら
れ
な
い
こ
と

３
．
人
権
政
策
の
必
要
性

　

①
人
権
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性

•

人
権
は
人
が
人
と
し
て
も
っ
て
い
る

と
さ
れ
る
権
利

•

人
権
は
事
実
で
は
な
く
、
事
実
の
矯

正
（
そ
う
で
は
い
け
な
い
）
を
求
め

る
規
範

　

②
人
権
政
策
の
必
要
性

•

人
権
概
念
は
〝
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〟
に

過
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
人
権
を
実

際
に
実
現
す
る
た
め
の
取
組
が
必
要

４
．
人
権
政
策
の
４
本
柱

①
人
権
を
護
る
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り

（
人
権
法
等
）

②
人
権
を
護
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

（
被
害
者
救
済
等
）

③
人
権
を
護
る
た
め
の
人
づ
く
り
（
人

権
教
育
等
）

④
人
権
を
護
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

　【
日
本
の
人
権
政
策
の
欠
落
】

　

•

国
内
人
権
機
関
が
な
い
。

　

•

個
人
通
報
制
度
が
な
い
。

５
．
人
権
侵
害

•

人
権
を
正
当
な
理
由
な
く
奪
っ
た
り
、

制
限
し
た
り
す
る
こ
と

•

日
常
生
活
の
中
で
、
最
も
頻
繁
に
発

生
す
る
人
権
侵
害
は
〝
差
別
〟
で
あ
る
。

６
．
差
別
と
偏
見

　

①
差
別
の
要
因
と
し
て
の
偏
見

•

客
観
的
な
根
拠
が
希
薄
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
歪
め
ら
れ
た
知
識
や

考
え
に
基
づ
い
て
、
特
定
の
個
人
や

集
団
に
対
し
て
、
嫌
悪
感
を
抱
く
こ

と
を
偏
見
と
い
う
。

•

カ
テ
ゴ
リ
ー
化
（
性
別
、
国
籍
等
）

と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
（
男
だ
か
ら
…
、

○
○
国
人
だ
か
ら
…
等
）
か
ら
偏
見

は
生
ま
れ
る
。

•

差
別
は
偏
見
に
基
づ
く
否
定
的
な

レ
ッ
テ
ル
貼
り
に
よ
っ
て
生
じ
る（
女

の
く
せ
に
、
障
が
い
者
だ
か
ら
等
）。

•

偏
見
を
も
た
れ
て
い
る
人
々
が
ス

ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
（
感
情
の
は
け
口
の

対
象
）
と
な
る
。

•

偏
見
と
差
別
は
、
互
い
に
互
い
を
強

め
合
う
。

７
．
差
別
行
為

　

①
差
別
行
為
者
の
三
重
構
造

　
　
傍
観
者
（
見
て
見
ぬ
ふ
り
：
暗
黙
の
承
認
）

　
　
　

↓

　
　
観
　
衆
（
は
や
し
た
て
る
：
明
示
的
な
承
認
）

　
　
　

↓

　
　
加
害
者
（
直
接
的
な
差
別
行
為
）

　

②
差
別
が
も
た
ら
す
効
果

•

孤
立
化
と
無
力
化
と
透
明
化
（
見
え

に
く
い
）
を
通
し
て
従
属
さ
せ
る
。

８
．
差
別
の
解
消
の
た
め
に

①
加
害
者
を
つ
く
ら
な
い
。

②
観
衆
・
傍
観
者
を
つ
く
ら
な
い
。

③
被
害
者
を
孤
立
化
・
無
力
化
・
透
明

化
さ
せ
な
い
。

④
差
別
と
偏
見
の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち
切
る
。

⑤
偏
見
や
差
別
を
次
世
代
に
引
き
渡
さ
な
い
。

第第
5858
回
長
野
県
部
落
解
放
研
究
集
会
に
参
加
し
て

回
長
野
県
部
落
解
放
研
究
集
会
に
参
加
し
て

　

学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
は
、
教
育

活
動
全
体
を
通
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。そ
れ
は
、
人
権
教
育
で
育
て
た
い
資

質
や
能
力
が
、
単
に
児
童
生
徒
に
繰
り

返
し
言
葉
で
説
明
し
た
り
、
知
識
を
理

解
さ
せ
た
り
す
る
学
習
だ
け
で
身
に
つ

く
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。そ
の
た

め
に
、学
校
で
は
、生
徒
指
導
や
教
科
等

の
指
導
、学
級
づ
く
り
、そ
の
他
の
学
校

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
通
し
て
人
権

教
育
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

歴
史
小
説
で
有
名
な
司
馬
遼
太
郎
さ

ん
は
、
か
つ
て
国
語
の
教
科
書
に
も
掲

載
さ
れ
た
「
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
君

た
ち
へ
」
の
中
で
、
自
己
を
確
立
す
る

た
め
に
他
人
の
痛
み
を
感
じ
る
や
さ
し

さ
、
い
た
わ
り
の
心
が
大
切
で
あ
る
と

説
い
て
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
身

に
つ
け
る
に
は
訓
練
が
必
要
で
あ
る
と

も
言
っ
て
い
ま
す
。そ
の
訓
練
と
は
、
決

し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な
く
、「
例
え
ば
、

友
達
が
こ
ろ
ぶ
。あ
あ
、
痛
か
っ
た
ろ
う

な
と
感
じ
る
気
持
ち
を
、
そ
の
つ
ど
自

分
の
中
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
さ
え
す

れ
ば
よ
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
語
っ
て

い
ま
す
。

　

学
校
に
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
経
験

す
る
場
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。高
山
小
学
校
で
も
、「
自
分
の
良

さ
を
知
り
、
自
信
を
持
っ
て
行
動
す
る

子
ど
も
」「
他
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
感

じ
取
り
、
認
め
合
う
子
ど
も
」「
互
い
に

思
い
を
伝
え
合
う
子
ど
も
」「
困
っ
て

い
る
人
や
こ
と
に
対
し
て
、
支
え
合
っ

た
り
解
決
の
方
向
を
考
え
た
り
で
き

る
子
ど
も
」
を
願
う
子
ど
も
の
姿
と

し
、授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、春
秋
の

な
か
よ
し
旬
間
、な
か
よ
し
集
会
、縦
割

り
清
掃
等
の
活
動
を
取
り
入
れ
、
経
験

を
通
し
て
人
権
感
覚
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。ま
た
、
本
年
度
よ
り
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
が
始
ま
り
、
高
山
小
学

校
で
も
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
用
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で

以
上
に
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
が
重
要
視

さ
れ
て
お
り
ま
す
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
学

習
に
効
果
的
で
あ
り
、
便
利
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
が
、

相
手
意
識
に
立
っ
た
使
い
方
を
し
て
い

か
な
い
と
、
い
じ
め
や
人
権
侵
害
に
つ

な
が
り
ま
す
。高
山
小
学
校
で
も
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
使
い
方
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を

作
っ
た
り
講
演
を
聴
い
た
り
す
る
と
と

も
に
、
具
体
的
な
場
面
を
通
し
て
学
び

合
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
人
権
教
育
の
場
は
、

学
校
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
庭
や
地

域
等
、
様
々
な
場
面
に
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。最
も
大
切
な

こ
と
は
、
司
馬
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

他
人
の
痛
み
を
感
じ
る
や
さ
し
さ
や
い

た
わ
り
の
心
を
私
た
ち
大
人
が
見
本
と

し
て
示
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
が
ち
で
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
人
の
温
か
さ
が
子
ど
も
に

伝
わ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

高
山
小
学
校
長
　
岡
田
　
憲
和

じ
ん
け
ん

じ
ん
け
ん

エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー  

⑬⑬

人
の
痛
み
を
感
じ
る

や
さ
し
さ
や
い
た
わ
り
の
心



13 2022.3 .15 広報じんけん

第 87 号

　

先
日
、
休
園
中
の
孫
が
熱
を
出

し
ま
し
て
、「
も
し
や
コ
ロ
ナ
に

感
染
か
」
と
、
家
中
が
パ
ニ
ッ
ク

に
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
兄
も

親
も
休
み
を
取
り
、
家
の
中
で
も

全
員
が
マ
ス
ク
を
し
て
様
子
を

見
ま
し
た
が
、
昼
に
な
り
熱
は
下

が
り
ま
し
た
。
風
邪
で
し
た
。

　

私
に
も
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
案
内
が
届
き
ま
し
た
。
２

回
目
の
時
に
、
副
反
応
で
発
熱
し

ま
し
た
が
、
全
国
的
に
感
染
が
収

ま
ら
な
い
の
で
、
早
く
打
っ
た
方

が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
宮
沢
孝
吉
）

　

令
和
２
・
３
年
度
、
福
井
原
は

指
定
分
館
と
し
て
、
年
３
回
の

人
権
問
題
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
感
染
拡
大
の
た
め

に
日
程
等
の
変
更
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
人
権
」・

「
結
婚
差
別
」・「
ア
イ
ヌ
の
人
々

と
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

し
た
。
様
々
な
人
権
問
題
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
学
習
会

で
し
た
。

　

１
回
目
の
「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
人
権
」
は
、
今
年
度
開
催
さ
れ

た
東
京
大
会
に
合
わ
せ
て
選
ん
で

い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
で
し
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に
華
々

　

堀
之
内
分
館
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
区
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
、
村
の
村
民
体
育
祭
や
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
大
会
も
中
止
と
な
り
、

今
年
度
計
画
し
て
い
た
分
館
事
業

の
ほ
と
ん
ど
が
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
人
権
教

育
推
進
地
区
指
定
分
館
と
し
て
３

回
の
人
権
問
題
学
習
会
を
開
催
し
、

第
１
回
目
は
、「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
人
権
」
と
題
し
て
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
理
念
や
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。

　

秋
も
過
ぎ
、
こ
の
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
？
と
分

館
役
員
が
知
恵
を
絞
り
、
パ
ラ
ス

し
い
舞
台
で
活
躍
で
き
る
選
手
は

凄
い
方
々
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
学
習
会
の
中
で
、
競
技
者

ゆ
え
の
悩
み
や
苦
し
み
が
あ
る
こ

と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
世
間

に
は
障
が
い
の
あ
る
方
達
を
「
奇

異
な
目
」
で
見
る
人
達
が
少
な
か

ら
ず
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
状
況
の
中
で
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

を
感
じ
て
し
ま
う
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
が
、
負
け
ず
に
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ
と
は
凄
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
資
料
の

中
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加

す
る
こ
と
で
「
心
の
持
ち
方
が
変

わ
り
明
る
く
な
っ
た
」
と
い
う
こ

と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
自

分
も
こ
う
い
う
プ
ラ
ス
思
考
で

や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
「
結
婚
差
別
」
で

は
、
今
も
な
お
同
和
地
区
出
身
者

と
の
結
婚
を
反
対
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

結
婚
差
別
を
は
じ
め
、
世
間
の
間

違
っ
た
認
識
が
こ
の
よ
う
な
差
別

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
の
世
の
中
に
は
、
根
も
葉
も
な

い
間
違
っ
た
情
報
が
た
く
さ
ん
出

回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情

報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

３
回
目
の
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
と

人
権
」
は
日
程
の
関
係
で
、
全
戸

配
布
さ
れ
た
学
習
資
料
を
読
む
こ

と
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

昔
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
ア
イ
ヌ

の
人
達
が
ど
の
よ
う
な
差
別
を
受

け
て
き
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

以
上
、
３
つ
の
テ
ー
マ
で
学
ん

だ
こ
と
を
生
か
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
大
変
な

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
講
演
に
来
て
頂

い
た
岡
田
指
導
員
さ
ん
、
参
加
し

て
下
さ
っ
た
区
民
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
井
原
分
館
長
　
牧
　
慎
也

堀
之
内
分
館
長
　
池
田
　
保
広

指
定
分
館
人
権
問
題
学
習
会

を
終
え
て

福
井
原
分
館

堀
之
内
分
館

ボ
ッ
チ
ャ
を

体
験
し
て
き
ま
し
た

ポ
ー
ツ
の
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ッ
チ
ャ
で

日
本
人
が
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
の

は
覚
え
て
い
ま
し
た
が
、
誰
も

や
っ
た
こ
と
の
な
い
競
技
。
用
具

を
借
り
て
、
ル
ー
ル
を
調
べ
、
事

前
に
役
員
で
練
習
を
兼
ね
た
審
判

研
修
を
し
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
の

当
日
、
12
月
12
日
㈰
を
迎
え
ま
し

た
。

　

集
合
時
間
が
近
づ
く
と
、
会
場

の
高
井
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
開
会
式
に
引
き
続
き

行
っ
た
競
技
説
明
で
は
、
参
加
者

全
員
が
ボ
ッ
チ
ャ
初
体
験
だ
っ
た

た
め
、
食
い
入
る
よ
う
に
説
明
を

聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ト
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と

し
（
堀
之
内
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
）、

感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク

着
用
は
も
ち
ろ
ん
、
全
員
が
手
袋

を
は
め
て
競
技
を
し
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
３
人
以
上
の
参
加
を

お
願
い
し
、
競
技
は
３
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
隣
組
対
抗
で
行
い
ま
し

た
。
投
げ
る
た
び
に
歓
声
が
上
が

り
、
老
若
男
女
、
み
ん
な
が
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

コ
ツ
を
つ
か
ん
で
く
る
と
、「
次

は
あ
の
青
い
球
の
手
前
に
置
こ

う
」と
か「
白（
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
）

を
狙
お
う
！
」
と
か
、
い
つ
の
間

に
か
監
督
も
出
現
す
る
チ
ー
ム
も

あ
り
、
狙
い
を
定
め
る
参
加
者
も

熱
く
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
発
表
後
、
上
位
チ
ー
ム
か

ら
賞
品
を
選
ん
で
い
き
ま
す
が
、

ど
の
チ
ー
ム
も
が
ん
ば
っ
て
い
た

の
で
、
人
権
の
学
び
を
生
か
し
、

賞
品
は
す
べ
て
同
じ
も
の
に
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
大
成
功
し
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。
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県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
増
加
傾
向
に
な
っ
て
い

る
時
に
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
話
を

す
る
の
は
何
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

シ
ニ
ア
活
動
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
を
重
ね
て
く
る
と
何
か
と
体

を
動
か
し
、
一
日
ス
ッ
キ
リ
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

に
つ
い
て
も
同
様
で
、
天
気
が
良

い
日
は
自
然
と
調
和
し
体
を
動
か

し
、
成
績
の
良
し
悪
し
は
あ
り
ま

す
が
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
協
会
の
会
長
と
し

て
昨
年
よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。72

名
の
会
員
が
お
り
、
年
間
７
～
８

回
の
大
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ー
ス
は
2
ヶ
所
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
年
々
実
力
が
つ
き
好
成
績

が
続
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ス
整
備
は
村
が
管
理
主
体
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
細
部
に
つ
い

て
は
協
会
と
し
て
も
村
と
相
談
し

て
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、シ
ニ
ア
層
の
人
口
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
が
、
意
外
に
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
へ
の
参
加
が
少
な
く
、

こ
の
際
是
非
と
も
多
く
の
会
員
で

大
会
が
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。健
康
維

持
は
勿
論
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
多
く
の
人
間
関

係
を
持
ち
、
楽
し
く
過
ご
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

最
後
に
、こ
れ
か
ら
も
元
気
に
楽

し
く
、協
会
の
た
め
に
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
少
し
で
も
進
歩
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

高
山
村
に
は
た
く
さ
ん
の
民
話

が
あ
り
ま
す
。聞
き
取
り
か
ら
民
話

さ
ら
に
紙
芝
居
に
と
い
う
作
業
は
、

メ
ン
バ
ー
が
本
気
に
な
っ
て
頑
張
っ

た
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。作
っ
た
民
話
集
は
現
在
１
号
～

４
号
ま
で
あ
り
、60
話
が
お
さ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

村
の
歴
史
や
文
化
、
偉
人
の
功

績
等
後
世
に
伝
承
す
る
た
め
の
活

動
は
メ
ン
バ
ー
全
員
の
願
い
で
す
。

出
発
点
は
「
母
親
文
庫
」。有
力
協

力
者
は
当
時
の
教
育
長
の
山
岸
嘉

雄
先
生
。直
接
指
導
者
は
、
羽
生
田

敏
先
生
で
す
。

　

羽
生
田
先
生
の
お
言
葉
「
あ
な

た
方
の
し
て
い
る
事
は
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
周
囲
の
人
た
ち
の

心
を
豊
か
に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
」
が
今
も
私
た
ち
の
心
の
支
え

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
話
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
紙
芝
居
を
作
っ
て
い
ま
す
。

「
紙
芝
居
は
日
本
語
の
原
点
…
」

こ
れ
も
先
生
の
言
葉
と
し
て
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。山
形
県
大
会
研
修

足
　
跡

民
話
そ
し
て
紙
芝
居
に

新
し
い
時
代
が
来
る

活
動
の
様
子
と

活
動
を
通
し
て
思
う
こ
と

澤
井
　
好
子

越
　
　
三
男ゲーム中

紙芝居を読む

高
山
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会

信
州
高
山
民
話
の
里
し
ゃ
く
な
げ

信
州
高
山
民
話
の
里
し
ゃ
く
な
げ

「
方
言
村
」
で
、
え
な
り
か
ず
き
さ

ん
と
共
演
、
ま
た
秋
田
県
大
会
の

語
り
出
演
で
は
、
改
め
て
土
地
の
文

化
と
し
て
の
方
言
に
胸
を
打
た
れ

ま
し
た
。

　

紙
芝
居
は
、
大
型
、
中
型
、
小
型

と
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、

見
や
す
さ
を
考
え
て
、
ど
れ
も
切

り
絵
で
作
る
こ
と
を
全
員
で
決
め

ま
し
た
。今
年
度
小
学
校
６
年
生

に
向
け
て
英
訳
紙
芝
居
を
行
い
ま

し
た
。翻
訳
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
他
小
学
校

の
先
生
方
に
協
力
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。民
話
に
は
心
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
伝
え

方
を
重
視
し
た
講
習
会
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。人
数
制
限
が
あ

り
、
参
加
者
の
募
集
は
、
４
月
か
ら

行
い
ま
す
。
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生
き
が
い
の
一
つ
で
あ
り
し
毛
糸
編
む	

藤
澤	

つ
よ
し

立
春
や
リ
ビ
ン
グ
よ
り
富
士
眺
め
を
り	

池
田	

兼
子

寒か
ん
げ
つ
こ
う

月
光
隈
な
く
照
ら
す
杣そ
ま

暮
ら
し	

小
林	

あ
き
子

戸
隠
山
と
対
峙
し
て
ゐ
る
寒
椿	

高
野	

悠
子

愛
犬
の
散
歩
さ
ま
た
ぐ
し
づ
り
雪	

関
谷	

庸
子

雪
折
の
枝
を
土
産
に
犬
帰
る	

篠
原	

し
づ
か

庭
園
の
斜
面
に
親
児
橇そ
り

遊
び	

松
本	

孝
夫

高
山
俳
壇

高
山
俳
壇    

二
月
分

二
月
分

マーガレット

ネモフィラ

サイネリア

124

　

一
年
を
通
し
て
、
花
を
育
て
て
い

る
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
取
材
し
ま

し
た
。

　

温
室
の
中
に
入
る
と
、
濃
淡
鮮

や
か
な
色
の
シ
ク
ラ
メ
ン
や
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
面
に
、
小
さ
い
芽
を
出
し
始
め

た
苗
や
大
き
く
な
り
始
め
て
い
る
苗

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、日
日
草
、デ
イ
ジ
ー
、矢
車
草
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ジ
ニ
ア
、
サ
ル

ビ
ア
、
カ
ン
パ
ニ
ュ
ラ
、
ネ
モ
フ
ィ
ラ
、

ハ
ー
ブ
類
、
そ
し
て
、
高
山
小
中
学

校
の
卒
業
式
に
向
け
て
サ
イ
ネ
リ
ア

な
ど
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

花
は
季
節
に
よ
り
違
い
ま
す
が
20

～
30
種
ほ
ど
あ
る
そ
う
で
す
。
ど
の

よ
う
に
し
て
育
て
て
い
る
の
か
お
聞

き
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
土
づ
く

り
か
ら
。
秋
に
腐
葉
土
と
赤
玉
と

燻
炭
、
土
と
フ
ク
イ
ハ
ラ
コ
ン
ポ
の

堆
肥
を
そ
れ
ぞ
れ
撹
拌
し
て
か
ら

混
ぜ
合
わ
せ
て
次
年
度
用
に
ス
ト
ッ

ク
し
て
お
く
。
種
撒
き
の
時
期
が
く

る
と
小
さ
く
仕
切
っ
た
容
器
に
一
粒

ず
つ
撒
き
、
芽
が
出
て
大
き
く
な
っ

て
き
た
ら
、
小
さ
め
の
ポ
ッ
ト
に
移

三
軒
屋
の
新
保
塚（
堀
之
内
）

高
山
村
の
石
造
物
36

　

役
場
横
の
紫
の
道
を
下
っ
て
い
く

と
、
左
側
の
道
端
堀
之
内
三
軒
屋

の
交
差
点
に
２
メ
ー
ト
ル
余
り
の
石

碑
が
あ
り
ま
す
。
昔
こ
の
場
所
に
は

古
墳
が
あ
り
、
幕
末
に
な
っ
て
中
善
・

し
、
苗
の
成
長
に
合
わ
せ
て
大
き
め

の
ポ
ッ
ト
に
移
し
替
え
る
。
そ
し
て
、

育
て
る
と
き
に
気
を
付
け
て
い
る
の

は
、
水
を
切
ら
さ
な
い
こ
と
、
冬
は

暖
房
で
調
整
し
、
夏
は
温
室
の
中
が

暑
く
な
ら
な
い
よ
う
に
ド
ア
を
開
け

風
通
し
を
よ
く
し
て
換
気
を
十
分
に

行
う
こ
と
だ
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

大
事
に
育
て
ら
れ
た
苗
は
、
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
り
、
２
月
中
旬
つ
ぼ
み

が
出
始
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
サ
イ
ネ

リ
ア
は
育
っ
て
見
事
に
咲
き
、
卒
業

式
を
美
し
く
彩
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
に
お

聞
き
す
る
と
、「
芽
が
出
た
ば
か
り

の
小
さ
な
苗
を
１
つ
ず
つ
ポ
ッ
ト
に

移
す
の
は
大
変
だ
け
ど
、
１
日
１

日
大
き
く
な
っ
て
い
く
か
ら
楽
し
い
」

「
村
民
の
皆
さ
ん
に
、
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

き
、
大
勢
の
方
に
こ
こ
に
来
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

花
を
種
か
ら
育
て
る
だ
け
で
な
く
、

販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ね
え
令
和
四
年
っ

て
西
暦
２
０
２
２

年
な
の
よ
ね
？

そ
う
だ
よ

ど
う
し
て
？

全
く
同
感
!!

で
も
ー
…

な
ん
だ
か
…

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
お
ひ
な

 

様
が
気
の
毒
ね

今
年
で

が
ま
ん
終
わ

る
と
い
い
ね

そ
れ
っ
て

1311
年
後
…

今
年
の
２
月
22
日

は
２

ニ
ャ
ン

が
六
つ
並
び

で
ス
ー
パ
ー
猫

に
ゃ
ん

の

日
だ
っ
た
っ
て
い

う
じ
ゃ
な
い

四
季
折
々
　
花
の
香
り

高
山
村
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

高
山
村
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

赤
和
・
水
沢
か
ら
三
軒
の
人
が
順

次
入
植
し
、
そ
の
時
に
堀
之
内
の
人

た
ち
が
総
出
で
こ
の
古
墳
の
地
な
ら

し
を
し
ま
し
た
。
そ
の
古
墳
の
中
に

あ
っ
た
石せ
っ
か
く槨
の
天
井
石
が
こ
の
石
碑

で
す
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
こ
こ
に

古
墳
が
あ
っ
た
こ
と
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
「
新
保
塚
」
と
刻
し
て
建

て
た
そ
う
で
す
。
古
墳
の
中
か
ら
土

器
や
大
刀
、
小
刀
な
ど
の
古
剣
が

多
数
発
見
さ
れ
て
初
め
て
貴
人
の
墳

墓
だ
と
知
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

石
槨
：
墓
室
内
部
の
棺
を
保
護
す

る
も
の
。

８
０
０
年
ぶ

り
の
２
並
び
で

大
い
に
盛
り
あ

が
っ
た
ら
し
い
ね

経
済
効
果
も
あ
っ

た
よ
う
だ
よ

だ
っ
た
ら
私
た
ち
に
も

ス
ー
パ
ー
ひ
な
祭

り
の
日
が
あ
っ
て

よ
く
な
い
!?
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早
春
の
里
山
、
芽
吹
き
前
で
少

し
さ
み
し
い
雑
木
林
。
小
さ
な
木

の
細
い
枝
に
、
か
わ
い
い
ピ
ン
ク

の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
ウ
グ
イ

ス
カ
グ
ラ
で
す
。
下
向
き
の
小
さ

な
花
は
、
そ
の
ま
ま
ピ
ア
ス
に
し

て
耳
飾
り
に
し
た
い
感
じ
。
名
前

は
、
ウ
グ
イ
ス
が
枝
で
舞
い
飛
ぶ

姿
が
、
神
楽
を
舞
っ
て
い
る
よ
う

だ
か
ら
と
か
。
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ

ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ 

～
ひ
と
足
早
い
春
祭
り
～

の
中
で
も
高
山
村
に
多
い
の
は
、

ミ
ヤ
マ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
と
い
っ

て
、全
体
に
毛
が
多
い
種
類
で
す
。

　
花
の
後
も
か
わ
い
ら
し
い
赤
い

実
が
な
り
ま
す
。
食
べ
ら
れ
ま
す

が
、
近
い
種
類
の
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ

ク
に
は
、
毒
が
あ
る
の
で
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ

ク
は
実
が
二
つ
く
っ
つ
い
て
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
の
形
を
し
て
い
ま
す
。

　
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
の
花
や
実
も

か
わ
い
い
で
す
が
、
枝
で
舞
う
ウ

グ
イ
ス
の
神
楽
を
見
て
み
た
い
で

す
ね
。
小
さ
な
小
さ
な
春
一
番
の

お
祭
り
。

　
今
年
は
御
柱
祭
や
善
光
寺
御
開

帳
の
年
で
す
。
桜
の
こ
ろ
に
は
、

里
に
も
祭
り
の
お
囃
子
が
響
き
ま

す
よ
う
に
。

　
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
は
、
城
山
の

養
蚕
神
社
か
ら
展
望
台
ま
で
の
間

な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。
雪
が
と
け

て
暖
か
い
日
に
は
、
展
望
台
ま
で

が
ん
ば
っ
て
登
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
善
光
寺
平
の
街
並
み
や
雄
大

な
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
も
望
め
ま

す
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

よ
う
や
く
春
め
い
て
き
て
、

木
々
の
芽
も
ふ
く
ら
み
始
め

ま
し
た
が
、花
粉
症
の
方
に
は

つ
ら
い
季
節
で
す
ね
。

　

さ
て
、
今
回
を
も
ち
ま
し

て
高
山
村
の
石
造
物
コ
ー

ナ
ー
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

紹
介
で
き
な
か
っ
た
石
造
物

が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。ぜ
ひ
、
高
山
村
を
散
策

し
て
石
造
物
を
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。　

 （
竹
内　

記
）

ミヤマウグイスカグラ

手作りしゅうまい手作りしゅうまい

　給食ではしゅうまいのたねをカップに入れ、皮を被せる
“逆さしゅうまい”を作ります。また、ひとつがとても大き
いジャンボしゅうまいで、食べごたえがあります。みじん
切りにしてサッとゆでた白菜をお肉といっしょに混ぜるこ
とで、冷めてもお肉がかたくなりにくくなります。

（高山村学校給食センター　栄養教諭　北山智恵）

《材料》（４人分） ① 白菜はみじん切りに
し、サッと茹でて水
分を切っておく。

② ⓐをすべて混ぜ合わ
せてしゅうまいのた
ねを作る。

③ ②を4等分して紙カッ
プに入れ、上からしゅ
うまいの皮を被せる。

④ ③を蒸し器などで蒸
す。（目安 20 分）

豚ひき肉����������120g
むきえび����������120g
白菜��������������100g
えのき氷����������� 30g
醤油��������� 大さじ1/2
砂糖����������小さじ1弱
ごま油������� 小さじ1/2
かたくり粉������小さじ1

しゅうまいの皮���������� 4枚
大きめの紙カップ�������� 4枚

（アルミカップでもOK）
※1対1の割合で酢醤油を作る。
酢
醤油

本本と
と だも ち

いのちの停車場� 南杏子（幻冬舎）
30 年以上福祉関係の仕事をし、定年で退職
し、実際に自分の親を看取り、主人公の気持ち
が自分と同じと感じ何回も何回も同じページ
で泣き、前に進めませんでした。訪問看護・
介護の大切さ、自分が仕事をしていた時の何
気ないひと言、今思えば失礼な事だらけだと
反省してます。（70代の方より）

青春サプリ。自分がここにいる理由
青木美帆・田中夕子・ささきあり・近江屋
一朗・日比野恭三　文 /くじょう　絵

（ポプラ社）
部活の中での物語なので自分と重ねて読む
ことができて背中をおされる。主人公を応
援したい気持ちになり、どんどん読み進めて
いってしまう。（10代の方より）

みんなのおすすめ本（パート１）

ⓐ

　１月、新春企画として図書室利用者より
「わたしのお気に入りの本」を募集し、たく
さんの方にご参加いただきました。ありが
とうございました！今回、その一部をご紹
介します。
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役

役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　

４
月
６
日
㈬
か
ら
15
日
㈮
ま
で
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

◦
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
確
保

「
山
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
の　

心
が
け
」

　

３
月
１
日
㈫
か
ら
５
月
31
日
㈫
ま
で

は
春
の
山
火
事
予
防
運
動
実
施
期
間
で

す
。

　

特
に
４
月
は
、
野
外
で
の
作
業
が
活

発
に
な
り
、
山
林
へ
の
出
入
り
が
多
く

な
る
時
期
で
す
。

　

山
火
事
の
年
間
発
生
件
数
の
半
分
以

上
は
春
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、
不
注
意
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
近
年
は
、
家
の

庭
先
や
田
畑
の
周
り
で
の
た
き
火
か
ら

山
林
に
燃
え
広
が
る
事
例
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
村
の
財
産
で
あ
る
「
緑
の

森
林
」
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
山
火
事
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

◦
風
の
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い

る
時
、
ま
た
、
枯
草
等
の
近
く
な
ど
、

周
囲
に
燃
え
広
が
る
恐
れ
の
あ
る
場

所
で
は
、
火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
、
た
き
火
を
し
な
い
。

◦
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

使
用
後
は
確
実
に
消
火
す
る
。

◦
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
吸
い
、

吸
い
殻
は
必
ず
火
が
消
え
た
こ
と
を

確
認
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

　

森
林
は
、
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な

農
地
の
管
理
で
お
困
り
の
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

近
年
、
様
々
な
理
由
か
ら
耕
作
が
困

難
と
な
り
農
地
が
荒
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
、
近
隣
の
農
地
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す

ほ
か
、
農
山
村
の
原
風
景
を
損
ね
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
及
び
村
で

は
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
の
た
め
、

農
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
の
貸

出
ま
た
は
売
却
希
望
の
情
報
を
集
約
し
、

新
規
就
農
者
や
経
営
規
模
の
拡
大
を

目
指
す
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
に
対
し
、

農
地
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
山
村
の
将
来
の
農
業
を
担
う
次
世

代
の
農
業
者
に
優
良
な
農
地
を
引
き
継

ぐ
た
め
、
規
模
縮
小
や
耕
作
を
や
め
る

こ
と
を
お
考
え
の
方
は
、
果
樹
の
伐
採

を
す
る
前
に
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
農

政
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
地
を
貸
出
す
る
際
に
農
地

中
間
管
理
制
度
を
活
用
い
た
だ
く
場
合

は
長
野
県
農
地
中
間
管
理
機
構
（
長
野

県
農
業
開
発
公
社
）
が
利
用
料
の
徴
収

等
を
代
行
し
ま
す
。

　
（
公
財
）
長
野
県
農
業
開
発
公
社

長
野
事
業
所

　

☎
２
３
３
―
５
１
５
１

農
業
委
員
会
事
務
局
・
産
業
振
興
課

農
政
係

チャ 問

問

信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
２
は

９
月
に
開
催
し
ま
す

善
光
寺
御
開
帳
へ
の
お
出
か
け

は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

例
年
５
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
自
転

車
レ
ー
ス
の「
信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

チ
ャ
レ
ン
ジ
」は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
て
、
９

月
上
旬
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

開
催
日
程
等
の
詳
し
い
内
容
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

楽
し
く
安
全
な
大
会
を
実
現
す
る
た

め
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

信
州
高
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

実
行
委
員
会（
信
州
高
山
村
観
光
協
会
内
）

　

☎
２
４
２
―
１
１
２
２

善
光
寺
御
開
帳

　

４
月
３
日
㈰
～
６
月
29
日
㈬

　

絶
対
秘
仏
で
あ
る
御
本
尊
の
御
身
代

わ
り
「
前
立
本
尊
」
を
本
堂
に
お
迎
え

す
る
、
数
え
年
で
７
年
に
１
度
の
盛
儀

「
善
光
寺
前
立
本
尊
御
開
帳
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

御
開
帳
期
間
中
は
土
・
日
・
祝
日
を

中
心
に
、
長
野
市
内
各
所
で
交
通
渋
滞

の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
渋
滞
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
、
お
出
か
け
の
際
は
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
善
光
寺
御
開
帳
交
通
案

内
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

長
野
市
交
通
政
策
課

　

☎
２
２
４
―
５
０
１
２

　

村
民
生
活
課
福
祉
係

い
財
産
で
す
。
大
切
な
森
林
を
皆
さ
ま

の
手
で
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　　

産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

役

役 ◦
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
等
の

安
全
運
転
意
識
の
向
上

◦
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

と
安
全
確
保

　

運
動
期
間
中
は
、
交
通
安
全
協
会
役

員
が
主
要
道
路
沿
い
で
街
頭
指
導
を
行

う
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
の
た
め
活
動
し

ま
す
。
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

村
民
生
活
課
生
活
環
境
係
・
高
山
村

交
通
安
全
協
会

●お知らせ

問
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日 曜日 行事予定（会場 •時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 金

2 土

3 日 消防出初式　☞ 7 頁 総務課総務係 ☎ 214-9243

4 月 たかやま保育園入園式 たかやま保育園 ☎ 245-6842

5 火 1 歳６か月・２歳・３歳児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 19 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

6 水
高山小学校入学式
高山中学校入学式
３か月・７か月・10か月児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 19 頁
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 19 頁

高山小学校
高山中学校
村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 245-0594
☎ 245-0948
☎ 242-1202
☎ 242-1202

7 木

8 金 乳がん検診（９時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

9 土

10 日

11 月 乳がん検診（９時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

12 火 乳がん検診（９時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

13 水 乳がん検診（９時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 19 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

14 木 乳がん検診（９時～ 14 時 30 分　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

15 金

16 土

17 日

18 月 肺がん検診（９時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

19 火 肺がん検診（９時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

20 水 肺がん検診（９時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 19 頁

村民生活課保健予防係
村民生活課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

21 木 肺がん検診（９時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

村民生活課保健予防係
教育委員会生涯学習係

☎ 242-1202
☎ 214-9762

22 金 肺がん検診（９時～ 15 時　保健福祉総合センター）　☞ 4 頁 村民生活課保健予防係 ☎ 242-1202

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 19 頁
教育委員会定例会（10 時～　公民館視聴覚室）

村民生活課保健予防係
教育委員会子育て学校教育係

☎ 242-1202
☎ 214-9761

28 木

29 金 （祝日　昭和の日）

30 土

5/1 日

5/2 月 4 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 19 頁 総務課税務係 ☎ 214-9244

４ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー４ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●４月の予定
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広報たかやまを
スマートフォン等へ配信！

村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

高山村公式
フェイスブック
いいね！、フォロー
お願いします！

●４月の予定

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

4 月 20 日 ㈬ 午後 1:30 ～ 3:00 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

健康相談　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

4 月 6 日 ㈬
4 月 13 日 ㈬
4 月 20 日 ㈬
4 月 27 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9:00
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。

４月の納税等の納期限・口座振替日　◆総務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

4 月分 5 月 2 日 ㈪
固定資産税 １期分 保育料・児童クラブ利用料 ４月分

水道使用料 １期分

乳幼児健康診査　◆村民生活課保健予防係　☎ 242-1202
対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

10 か月児 令和 3 年 5 月生まれ

4 月 6 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午後 1:00
　～ 1:20

母子手帳
乳児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

7 か月児 令和 3 年 8 月生まれ
母子手帳
バスタオル
おたずね票

3 か月児 令和 3 年 12 月生まれ
母子手帳
保護者の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

1 歳 6 か月児 令和 2 年
8 月 25 日 ～ 10 月 5 日生まれ

4 月 5 日 ㈫
母子手帳
幼児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

2 歳児 令和 2 年
2 月 25 日 ～ 4 月 5 日生まれ

3 歳児 平成 31 年
2 月 25 日 ～ 4 月 5 日生まれ
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村の人口
令和４年３月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）

2
月
１
日
か
ら

　
2
月
28
日
ま
で
の
届
出
か
ら

※
希
望
者
の
み
の
掲
載
で
す

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

む
ら
び
と
の

　
　
　
う
ご
き

ほいくえん
ほいくえん

たかやま保育園

こんにちは　あかちゃん
第174回

◆村民生活課保健予防係　◆村民生活課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

和
田
千
代
子
　
さ
ん
　
94
歳
　
桝
　
形

涌
井
　
貞
子
　
さ
ん
　
93
歳
　
駒
　
場

　
桐
　
正
男
　
さ
ん
　
93
歳
　
中
　
原

山
﨑
万
里
子
　
さ
ん
　
64
歳
　
緑
ケ
丘

　「
お
ひ
な
様
き
れ
い
だ
ね
。」

　「
こ
の
人
た
ち
は
五
人
ば
や

し
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。」

　
た
か
や
ま
保
育
園
の
遊
戯
室

に
飾
ら
れ
た
ひ
な
飾
り
を
見
る

園
児
た
ち
。

あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ

ぼ
ん
ぼ
り
に

お
花
を
あ
げ
ま
し
ょ

桃
の
花
　
♪

　
童
謡
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ

り
」
の
一
節
が
自
然
に
浮
か
ん

で
く
る
情
景
で
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り

表
紙
の
紹
介

お
く
や
み

す
こ
や
か
に

三
井
　
愛め

い唯
　
ち
ゃ
ん
　
松
　
原

 （
父 

一
馬
さ
ん  
母 
美
佳
さ
ん
）

世帯数（− 2）   2,455 戸
人　口（− 18）   6,702 人
　男  　（− 10）   3,329 人
　女  　（− 8）   3,373 人

　園庭に積もった沢山の雪。｢外であそびたーい！｣ と
張り切って、ふかふかの雪の中へと出発した子どもたち
です。
　｢雪のおふとん、きもちいい～｣ と横になってみたり、
ころころと転がってみたり ･･･
　全身で雪の感触を楽しみました。
　こちらは、雪だるま作り。大きな大きな雪だるまを目
指して、友達と一緒に夢中になって作ります。
　他にも、そりあそびに雪合戦！色々な遊びを楽しみま
した。雪っておもしろい♪
　たくさん体を動かしたら、ぽっかぽかになりました。
　これからも寒さに負けず、元気に遊んでいきたいと思
います。

西
澤
　
　
新
　
さ
ん
　
大
字
中
山

宮
川
る
り
な
　
さ
ん
　
大
字
中
山

（
黒
岩
　
則
広
　
さ
ん
　
二
ツ
石

高
橋
　
春
夏
　
さ
ん
　
須
坂
市

（

お
し
あ
わ
せ
に

たのしい雪あそび

毎月、チャオル健康管理センターで 3か月健診を受診
された元気なあかちゃんを紹介しています。
今月は、令和３年 10 月生まれのあかちゃんです！

呉羽　　 陽
ひなた

 ちゃん
（　紫　）




